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しやすくなる簡所が明らかで、構骨(宵骨)、太

腿骨頚部、経骨の 3借i所が代表的です。

こ7)お 簡所の骨折については骨塩量の少ない

人は骨折をおこし、骨塩量の多い人はおご.しに

くいとさ'1クています。

骨粗慈症で特徴的な骨折箇所

・
奎螢
電
|

「′掲
'粗

慈症Jに ついて、お悩み、

質問がある方は、はちや整形外科

までお尋ね ドさい。

「sモ野陸競もr使い通なチェックしなくうゃJ

する夕1紙著1塚ぱィァ仲ェ)れ,4つ
IIわ`ナの夕1'んデヽ口iド〕閉ガヽ野τだ
1身ャナ〃とや,■ダ"|ィァt″:第衆や

露″!=ウナ〃,1ど打作ルド
あ′′打rうFヌi!予f!巧れた|lr,球
い子孝rlノ'訳//    ゴ4″

ヤ

汐

洋
ヽ
Ｌ

特ヽ
Ｌ
耳
辞
■
転
報
母
押
試
科
豊
耐
単
一Ｊ

智
ｒ

い

さ

い

日本人にとつて一番おこ

たr沖ツ
滑
,1)予‐で、 ブ村

″〕子とい うよ

t k うな状態となります。
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出;1/p骨1)干です。 この骨折によリベ ッ ド上の安静

を余儀なくされ、寝たきりになる方 tDいます。
上i朴 11は千古の構′胃

'骨り千で、転例 して手をつ

いただけです ぐに骨折をおこします.

この様にな らないよ う若い時か ら予防 と対策

に心がける事が老、要です。
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